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○毎年度、計画に定めた目標値と実績値を比較して達成状況の評価を行い、その結果を下記様式にて主務
大臣（国土交通大臣及び総務大臣）に提出することが努力義務化されている

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

△△コミュニティバスに
対する市の負担額：3800
万円以内（令和元年度：
3700万円）を令和６年度
まで維持

××系統における、他系統
との重複区間の減便・郊外
一部区域までの路線延伸を
通じた、地域の利用実態に
即した運行への見直し

令和３年度普通
会計決算より

・3650万円（令和３年度）
・系統全体の利用者数は減少したも
のの、運行効率化による費用減が影
響し、収支に大幅なブレはなし。

・今年度の目標は達成。地域住民の
声も踏まえ、引き続き運行を維持。
・次年度に実施する沿線住民や来訪
者への利用者アンケートも踏まえ、
更なる運行効率化を検討。

今後、バスを廃止した場合
の市の医療・福祉政策分野
における追加的代替費用に
ついても算出予定（クロス
セクター効果の検証）。

公共交通に対する市民の満
足度調査　満足度25％（令
和元年度）→30％以上（令
和６年度）

ー ー ー ー

計画最終年度（令和６年度）の
み市民の満足度調査を行うた
め、当該年度については評価を
実施しない。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、参考資料として添付して下さい。

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

○○市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（○年○月～○年○月）

計画において設定
した目標を記載。

計画において定めた
事業内容を記載。

目標の達成状況を把
握するために用いた
手法を記載。

調査時点における目標の達成
状況及びその背景事情や原因
について記載。

目標達成の有無や達成状況に対
する所感及び今年度の状況を踏
まえた次年度に向けての課題や
次年度に取り組む事業内容につ
いて記載。

計画変更の必要性の有無
や次年度以降に実施予定
の取組等、他に必要な事
項を記載。

毎年度の評価になじまないよ
うな目標や、数年おきの評価
を予定している目標について
は、「備考」の欄にその旨を
明記の上、「目標」及び「備
考」の欄以外は「－」と記載
して下さい。
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参考：都市計画マスタープランの進捗管理表

【スケジュールイメージ】

①12月～３月で計画推進状況を評価（＝指標整理）し、国へ結果を報告

②４月頃、本市分野計画としての進捗状況を整理し、提出

③5月～9月にかけて調整を行い、10月に確定・公表 

○加えて、現在、本市では行政経営戦略と各分野計画の進捗管理を全て同じ様式で実施している

○国への評価結果報告とは別に地域公共交通計画においても、下記様式を用いた進捗管理・公表を実施する
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